
「パーソン・センタード・ケアとＤＣＭを

実践に活かす」コースのご案内 

（ＤＣＭ第８版 上級ユーザーコース） 

◆趣旨 

 このコースでは、パーソン・センタード・ケアに関する理解をよりいっそう深め、ルール等の知識をより強固な

ものとし、組織で、パーソン・センタード・ケアを実践していくための倫理、組織改革について、討議し、プロ

ジェクトリーダーとしての資質を身につけることを目標としています。また、世界各地での最新の活動について

も、学びます。 

◆対象 

 基礎ユーザーの資格を持ち、少なくとも、１回はＤＣＭすべてのプロセスを自ら行った経験が必要です。 

◆受講料（予定） 

 １２万円（消費税込） 

＊受講料には、３日間のコース参加とレポート（ケアサマリーなど含む）の審査、助言、添削等を含みます。 

電話: ０５６２（４４）５５５１ 

FAX: ０５６２（４４）５８３１ 

E-mail: jimubu.o-dcrc@dcnet.gr.jp 

ホームページ:http://www.dcm-obu.jp 

〒474-0037 

愛知県大府市半月町三丁目294番地 

社会福祉法人 仁至会 

認知症介護研究・研修大府センター 

 担当：中村 裕子（なかむら ゆうこ） 

お問い合せ先 

◆プログラム 

＜１日目＞ 

 パーソン・センタード・ケアとＶＩＰＳ，ＤＣＭ 

 経験者でも間違いやすいコード付け 

 組織におけるカルチャーの変革 

 懇親会 

＜２日目＞ 

 各種データの利点、欠点を知る 

 現場で活用するためのケアサマリーをどう書くか 

 フィードバックを有意義なものにするために 

 ＤＣＭのプロセスと倫理 

 

＜３日目＞ 

 筆記試験 

 ＤＣＭに関する世界の最新の研究 

 人を引き付けるプレゼンテーション 

 今後の展開 

【講師】 

 水野 裕  ストラテジックリード 

       ＤＣＭ認定上級トレーナー 

 村田 康子 ＤＣＭ認定上級トレーナー 

 中村 裕子 ＤＣＭ認定上級トレーナー 

Bradford Dementia Group  

 上級コースでは、コース前とコース後にマッピングに関す

るデータ、ケアサマリーを提出する必要があります。 

 上級ユーザーの資格取得のためには、筆記試験及びレポー

ト審査に合格する必要があります。 


